
「放射線と健康」に関連する諸学会及び諸団体 御中 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、来る 2014 年 9 月 8 日(月）～9 日（火）に、福島ビューホテルにて、第 3 回福島国際専

門家会議「放射線と健康リスクを超えて～ 復興とレジリエンスに向けて～」（主催：日本財団、 

共催：福島県立医科大学、笹川記念保健協力財団、協力：長崎大学）を開催することになりま

したのでご案内申し上げます。 

本会議は、これまで福島県が行ってきた県民健康調査事業の結果を国内外の専門家と共有

し、放射線について専門知識を有する国際機関が発表した最新の報告書の知見を共有する

ことを目的としております。特に、福島で生活する住民の方々の精神・心理面から社会的な問

題について焦点を当てます。 

つきましては、貴学会及び団体の会員の皆様の本会議へのご参加をお願い申し上げます。

詳細は別添のちらしをご覧ください。 

 

なお、9 月 8 日（月）の会議終了後、福島ビューホテルにおいて参加者のためのレセプショ

ンを開催する予定です。参加費は無料ですので、お時間のある方はご参加いただければ幸

いでございます。 

本会議にご参加頂ける場合には、8 月 22 日（金）までに下記 URL より参加のご登録をお願い

いたします。 

 

【参加登録はこちらから】 

https://www3.convention.co.jp/fukushima2014/ 

※参加費は無料です。 

※会議場までの交通費及び会議中の宿泊費、食費につきましては自己負担となります。 

 

どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

（第 3 回福島国際専門家会議事務局） 

日本財団 国際協力グループ 

担当：齊藤、粟津 

tel: 03-6229-5181 

fukushima@ps.nippon-foundation.or.jp 

 

 

公立大学法人福島県立医科大学 

放射線医学県民健康管理センター 

国際連携室 

 

https://www3.convention.co.jp/fukushima2014/
mailto:fukushima@ps.nippon-foundation.or.jp


～復興とレジリエンスに向けて～～復興とレジリエンスに向けて～

放射線と
健康リスクを超えて
放射線と
健康リスクを超えて

スケジュール
9月8日（月）　8:30－18:00 （8:00～受付開始）

福島の現状報告　

福島県県民健康調査についての報告

国際機関による分析報告の紹介

復興に向けた国際協力について

レセプション

セッション1

セッション2

セッション3

パネル1

夜

9月9日（火）　9:00－15:45 （8:30～受付開始）

心理的社会的問題について

将来に向けて

セッション4

パネル2

アベル・ゴンザレス（国際原子力機関）
エヴェリン・ブロメット（ストーニーブルック大学）
エミリー・ファン・デヴェンタール（世界保健機関）
カール・マグヌス・ラールソン（国連科学委員会）

クリストファー・クレメント（国際放射線防護委員会）
ジャック・ロシャール（国際放射線防護委員会）
デボラ・ヘレン・オートン（ノルウェー生命科学大学）
フレッド・メトラー（元国連科学委員会）

大戸 斉（福島県立医科大学）
喜多 悦子（笹川記念保健協力財団）
長瀧 重信（長崎大学）
丹羽 太貫（福島県立医科大学）
山下 俊一（長崎大学） 他

2014年9月8日（月）～９日（火）
福島ビューホテル 福島市太田町13-73　TEL：024-531-1111

（JR福島駅西口下車徒歩1分）

期  日

会  場

登壇者

日本財団
笹川記念保健協力財団、福島県立医科大学
長崎大学
英語（日英同時通訳有）

https://www3.convention.co.jp/fukushima2014

第3回福島国際専門家会議　参加登録事務局
日本コンベンションサービス（株）内 （平日午前10時から午後5時まで）
Email：fukushima2014-reg@convention.co.jp
TEL：03-3508-1277

８月22日（金）

主  催

共  催

協  力

言  語

ご参加のお申込み

お申込み締切

無料参加費

ご参加に関するお問合せ

第3回 福島国際専門家会議第3回 福島国際専門家会議


